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７
月
26
日
、
消
防
団
夏
期
訓
練

会
が
森
の
国
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
、

岡
本
団
長
以
下
１
２
９
名
の
団
員

が
出
動
し
ま
し
た
。

　
午
前
７
時
30
分
の
召
集
サ
イ
レ

ン
を
合
図
に
各
団
員
が
会
場
に
集

合
し
、
町
内
来
賓
が
見
守
る
中
、

８
時
30
分
か
ら
訓
練
会
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
と
な

り
予
定
し
て
い
た
内
容
を
一
部

変
更
し
て
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
。
訓
練
会
で
は
、
出
初
式
以
降

の
階
級
変
更
者
及
び
新
入
団
員
に

対
し
、
団
長
が
辞
令
を
交
付
し
た

後
、
幹
部
の
号
令
の
も
と
礼
式
訓

練
が
行
わ
れ
、
各
分
団
長
、
副
団

長
の
指
揮
で
人
員
姿
勢
服
装
点
検

や
自
動
車
点
検
が
行
わ
れ
、
各
団

員
は
機
敏
な
動
作
で
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
阪
本
町
長
よ
り
講
評

を
受
け
、
徒
歩
部
隊
に
よ
る
分
列

行
進
を
行
い
訓
練
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
大
雨
注
意
報
も

発
令
さ
れ
て
お
り
、
土
砂
災
害
の

危
険
性
も
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
訓
練
終
了
後
に
各
部
毎
に
、

地
元
危
険
個
所
等
の
パ
ト
ロ
ー
ル

も
行
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
他
県
の
一
部
の
地
域
で

は
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
り
土
砂
災

害
等
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
消

防
団
で
は
南
予
南
部
に
大
雨
等
の

警
報
が
発
令
し
た
際
に
は
、
い
つ

で
も
出
動
で
き
る
体
制
が
整
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
町
内
各
所

で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
そ

の
対
応
力
に
は
限
界
が
あ
り
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
自
助
・
共
助
に
よ

る
取
り
組
み
を
お
願
い
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
各
地
域
、
家
庭
に

お
い
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に

備
え
、
自
主
防
災
会
を
中
心
と
し

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
松
野
町
消
防
団
で
は
、
次
の
と

お
り
、
女
性
消
防
団
員
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

　
災
害
の
な
い
安
心
安
全
な
町
づ

く
り
の
た
め
に
あ
な
た
の
力
を
お

　
財
団
法
人
松
野
町
観
光
公
社
で

は
、
６
月
23
日
に
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
平
成
20
年
度
の
決
算
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
の
国
ホ
テ
ル
、
虹
の
森
公
園

な
ど
観
光
施
設
の
管
理
運
営
事
業

を
行
い
、
経
常
収
益
４
億
４
，
５

５
７
万
円
（
指
定
管
理
料
６
，
３

０
０
万
円
含
む
）、
経
常
費
用
４

億
５
，９
３
１
万

７
千
円
で
、
経

常
外
費
用
を
含

め
る
と
差
引
１
，

３
９
５
万
４
千

円
の
欠
損
と
な

り
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
松
野
町
農
林
公
社
で

は
、
５
月
25
日
に
定
時
株
主
総
会

が
開
催
さ
れ
、
平
成
20
年
度
の
決

算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
グ
リ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
、
育

苗
事
業
、
試
験
研
究
ハ
ウ
ス
事
業

な
ど
に
取
り
組
み
、
経
常
収
６
，

７
９
５
万
３
千
円
（
指
定
管
理
料

１
，
４
７
０
万
円
含
む
）、
経
常

費
用
６
，
８
４
７
万
円
で
、
差
引

51
万
７
千
円
の
欠
損
と
な
り
ま
し

た
。

 

平
成
21
年
度

消
防
団
夏
期
訓
練
会

観
光
公
社
決
算
報
告

農
林
公
社
決
算
報
告

貸
し
く
だ
さ
い
。

【
応
募
資
格
】

　
年
齢
満
18
歳
以
上
55
歳
未
満
の

健
康
な
女
性
・
松
野
町
に
在
住
し

て
い
る
方

【
業
務
内
容
】

①
火
災
予
防
な
ど
の
消
防
広
報
活
動

② 

独
居
の
高
齢
者
宅
等
の
訪
問
に

よ
る
防
火
指
導
、
相
談

③ 

消
防
団
で
行
う
訓
練
・
行
事
へ

の
参
加
及
び
災
害
現
場
に
お
け

る
救
護
支
援
活
動

【
待
遇
】

① 
報
酬
と
し
て
年
間
１
万
６
千
３

０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

② 

福
利
厚
生
と
し
て
、
退
職
報
償

金
、
公
務
災
害
補
償
、
福
祉
共

済
制
度
等
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　
役
場
総
務
課
消
防
防
災
係
又
は

各
消
防
団
部
長
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※ 

不
明
な
点
、
又
は
詳
し
い
内
容

を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

役
場
総
務
課
消
防
防
災
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。〔
☎

42
・
１
１
１
１
〕

 雇用創出への
取り組みを

 開始 

　
こ
の
た
び
、
雇
用
機
会
の
増
大

と
地
域
産
業
の
活
性
化
を
目
的
と

し
て
、
町
、
商
工
会
、
農
協
、
森

林
組
合
な
ど
が
参
画
し
た
松
野
町

地
域
雇
用
創
造
促
進
協
議
会
（
会

長
・
松
野
町
長
）
が
設
立
さ
れ
、

厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受
け
て
、

「
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業
」
と
、

「
地
域
雇
用
創
造
実
現
事
業
」
の

ふ
た
つ
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。こ
の
事
業
で
は
、

新
分
野
進
出
に
挑
戦
す
る
企
業
や

就
職
を
希
望
す
る
方
に
対
し
、
セ

ミ
ナ
ー
や
研
修
会
の
開
催
を
通
じ

て
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
観
光

の
振
興
や
特
産
品
の
開
発
に
も
試

験
的
に
取
り
組
み
、
雇
用
の
新
規

創
出
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
協
議
会
お
よ
び
事
業
を

委
託
す
る
農
林
公
社
で
は
、
事
業

推
進
の
た
め
次
の
五
名
の
職
員
を

採
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
山
田
　
寛
二
・
森
口
　
　
泰

　
松
田
　
卓
二
・
松
本
　
　
優

　
高
橋
　
生
司
　（
敬
称
略
）

自動車点検

女
性
消
防
団
員
募
集
！

人員姿勢服装点検
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大　会　結　果 　◎大会新記録（　）　　○大会タイ記録（　）

北宇和郡小学校　水泳競技大会
　平成21年度北宇和郡小学校水泳競技大会が７月23日松野町・鬼北町のそれぞれの会場で実
施されました。
　松野町は松野西小学校が会場となり、町内各小学校の４年生から６年生が炎天下の中熱戦
を繰り広げました。
　今年度から、飛び込みスタートが廃止となり全ての種目が水中スタートとなりました。
　夏の光を浴び元気に泳ぐ子ども達にプールサイドから盛んな声援がおくられていました。
　結果は次のとおり（２位入賞者紹介）

選
手
宣
誓
を
す
る
新
城
秀
人
さ
ん
（
西
小
六
年
）

　　　　　　　　　　　順　　位
 種　　目　 

1　　　位 2　　　位

氏　　名 校　名 記　録 氏　　名 校　名 記　録

男
　
　
　
　
　
　
子

　２５m自由形 小　西　智　貴 松野西 19"9 古田口　　　拓 松野東 20"3
　５０m自由形 加　藤　史　峻 松野東 36"6 山　下　竣　丸 松野西 37"6
１００m自由形 谷　口　将　大 松野西 1'26"1 竹　内　　　心 松野東 1'31"0
　５０m平泳ぎ 中　山　裕　允 松野西 48"4 中山田　清　二 松野西 52"6
１００m平泳ぎ 曽　我　将　平 松野東 1'43.4 中　山　裕　允 松野西 1'48"9
　５０m背泳ぎ 新　城　秀　人 松野西 42"8 井　上　　　碧 松野西 48"4
　７５m個人メドレー 新　城　秀　人 松野西 1'08"0 曽　我　将　平 松野東 1'08"9
　２５mバタフライ 加　藤　史　峻 松野東 20"2 井　上　佳太朗 松野西 20"5
　５０mバタフライ 古　田　口　真 松野西 47"5 井　上　佳太朗 松野西 48"3

１５０mメドレーリレー
新　城　秀　人
中　山　裕　允
谷　口　将　大

松野西 2'11"2
(42"6)

曽　我　将　平
滝　本　雄　也
加　藤　史　峻

松野東 2'19"4
(48"1)

２００mリレー
山　下　竣　丸
古　田　口　響
古　田　口　真
井　上　佳太朗

松野西 2'45"1
(39"7)

渡　邊　秀　一
竹　本　　　翔
橋　本　佑　真
竹　内　　　心

松野東 2'57"1
(48"1)

女
　
　
　
　
　
　
子

　２５m自由形 山　崎　莉　来 松野東 19"2 岡　本　美　優 松野東 19"2
　５０m自由形 谷　口　真　緒 松野西 38"5 橋　本　愛　莉 松野東 40"4
１００m自由形 中　井　瑞　希 松野西 1'29"6 谷　口　真　緒 松野西 1'31"7
　５０m平泳ぎ 竹　田　侑　未 松野東 52"2 藤　岡　香穂里 松野東 54"2
１００m平泳ぎ 竹　田　侑　未 松野東 1'52"5 白　岩　優　香 松野西 1'57"1
　５０m背泳ぎ 山　崎　沙　綾 松野東 45"3 入　船　舞　香 松野西 51"8
　７５m個人メドレー 入　船　舞　香 松野西 1'18"4 山　本　彩　香 松野西 1'19"2
　２５mバタフライ 曽　根　春　菜 松野東 20"2 山　田　梨　那 松野西 21"0
　５０mバタフライ 曽　根　春　菜 松野東 46"3 山　本　綾　音 松野西 47"7

１５０mメドレーリレー
山　崎　沙　綾
竹　田　侑　未
橋　本　愛　莉

松野東 2'16"3
(45"5)

入　船　舞　香
白　岩　優　香
山　田　梨　那

松野西 2'30"6
(50"9)

２００mリレー
谷　口　真　緒
滝　口　　　海
中　井　瑞　希
山　本　綾　音

松野西 2'41"3
(39"4)

曽　根　春　菜
藤　岡　香穂里
速　水　穂乃香
加　形　朋　子

松野東 2'56"8
(40"3)

オープン

種目
１００mリレー

土　岐　鉄　朗
入　船　太　郎
潮　見　真　希
谷　口　寛　樹

松野西 1'13"7
上　川　叶　人
山　本　彩　香
森　口　紗　耶
居　村　あかね

松野西 1'23"9

　
琵
琶
湖
漕
艇
場
で
行
わ
れ
た
全

国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

の
ボ
ー
ト
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で

宇
和
島
水
産
高
校
２
年
の
松
岡
真

さ
ん
（
富
岡
）
と
３
年
の
酒
井
達

紀
さ
ん
ペ
ア
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
松
岡
さ
ん
ら
は
、
夏
に
最
高
の

結
果
を
残
す
た
め
、
鹿
野
川
湖
や

今
治
西
な
ど
県
内
強
豪
校
の
本
拠

地
玉
川
湖
に
出
向
い
て
厳
し
い
練

習
を
重
ね
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
挑
み

ま
し
た
。
も
て
る
力
を
全
て
出
し

切
っ
て
の
優
勝
、
本
当
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

松
岡
　
真
さ
ん
（
富
岡
）

　
　
　
　 

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝

　
松
野
町
の
外
国
語
指
導
助
手

に
（
８
月
３
日
付
）、
ア
ニ
ー
・

ヴ
ォ
ン
さ
ん（
ア
メ
リ
カ
出
身
）

が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
か

ら
町
内
の
小
・
中
学
校
で
英
語

の
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言

　
私
は
、
松
野
町
の
皆
さ
ん
と
た

く
さ
ん
話
を
し
て
、
喜
び
を
分
ち

合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
語

は
上
手
に
話
せ
ま
せ
ん
が
、
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
私
を
見
か
け
た

ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。

外
国
語
指
導
助
手

よ
う
こ
そ
、

ア
ニ
ー
・
ヴ
ォ
ン
さ
ん

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

▲

左
が
松
岡
さ
ん

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
（
愛
称
）

　
ア
ン

好
き
な
食
べ
物

　
ス
ウ
ィ
ー
ツ

嫌
い
な
食
べ
物

　
ス
パ
イ
ス

好
き
な
有
名
人
（
日
本
の
）

　
久
石
譲
・
宮
崎
駿
・
村
上
春
樹

　
宇
多
田
ヒ
カ
ル
・
木
村
拓
哉

趣
味

　
ハ
イ
キ
ン
グ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
研
究
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森の国の夏休み 　
松
野
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
部
が

県
中
学
校
総
体
で
ベ
ス
ト
８
に
進

出
し
ま
し
た
。

　
７
月
21
日
に
新
田
高
校
で
行
わ

れ
た
一
回
戦
で
は
、
東
予
の
実
力

№
１
西
条
北
中
に
２
―
０
で
勝
利

し
ま
し
た
。

　
続
く
２
回
戦
は
、
22

日
に
県
武
道
館
で
中
予

№
１
の
余
戸
中
と
対
戦

し
０
―
２
で
敗
れ
ま
し

た
が
、
強
豪
チ
ー
ム
と

の
対
戦
で
実
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
大
会
の

た
め
に
保
護
者
会
の
皆

さ
ん
が
「
躍
動
・
完
全

燃
焼
」
〜
が
ん
ば
れ
松

野
中
！
力
の
限
り
〜
の

横
断
幕
を
掲
げ
て
部
員

達
に
エ
ー
ル
を
お
く
り

ま
し
た
。
完
全
燃
焼
し

た
選
手
諸
君
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　
８
月
２
日
㈰
に
滑
床
を
愛
す
る

会
の
主
催
で
渓
谷
沢
歩
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
沢
歩
き
は
、
滑
床
ま
つ
り

の
一
環
と
し
て
昨
年
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
初
７
月
26
日
㈰

に
行
う
予
定
で
し
た
が
悪
天
候
の

た
め
日
程
が
変
更
と
な
り

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
み
な
さ
ん

は
、
滑
床
を
愛
す
る
会
会

長
藤
井
勝
さ
ん
の
案
内
で

夏
の
滑
床
渓
谷
を
堪
能
し

ま
し
た
。

　
川
タ
ビ
を
は
い
て

リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
た
参

加
者
は
、
木
漏
れ
日
の
滑

床
渓
谷
や
、
雪
輪
の
滝
で

の
滝
す
べ
り
で
こ
の
夏
一

番
の
涼
を
楽
し
み
心
身
と

も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
童

心
に
か
え
っ
て
水
と
戯
れ

て
い
ま
し
た
。

　
四
季
折
々
に
素
晴
ら
し

い
景
観
で
私
達
を
迎
え
て

く
れ
る
滑
床
渓
谷
、
秋
に

は
燃
え
る
よ
う
な
も
み
じ

が
水
面
を
滑
っ
て
い
き
ま

す
。

　
秋
の
滑
床
も
必
見
で

す
、
み
な
さ
ん
も
身
近
な

場
所
で
自
然
の
息
吹
を
感

じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　加藤真二先生と部員達

滑
床
フ
ァ
ミ
リ
ー

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

県
中
学
校
総
体

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ベ
ス
ト
８

涼
し
さ
一
番沢

歩
き

　
８
月
１
日
〜
２
日
に
滑
床
渓
谷

で
第
10
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
11
組
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

約
40
名
が
参
加
し
１
泊
２
日
の
ア

ウ
ト
ド
ア
体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
開
講
式
で
は
、
主
催
の
ま
ち
づ

く
り
青
年
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
歓

迎
の
挨
拶
や
日
程
の
説
明
を
行

い
、
そ
の
後
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
テ
ン
ト
で
１
泊
」、
ル
ア
ー
と
フ

ラ
イ
の
「
釣
り
教
室
」、「
ダ
ッ
チ

オ
ー
ブ
ン
を
使
っ
た
料
理
づ
く

り
」
と
「
木
登
り
教
室
」
で
す
。

　
釣
り
教
室
で
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
ク
ラ
ブ
の
「
ア
ン
グ
ラ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
・
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
」

の
協
力
で
講
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
釣
り
竿
の
振
り
方
、
釣
っ
た

魚
を
丁
寧
に
取
り
扱
っ
て
放
流
す

る「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
」

な
ど
を
習
い
、
ア
マ
ゴ
釣
り
に
臨

み
ま
し
た
。

　
夕
食
づ
く
り
は
、
ダ
ッ
チ
オ
ー

ブ
ン
メ
ニ
ュ
ー
、
ア
マ
ゴ
の
塩
焼

き
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ

れ

ス

タ
ッ
フ
か

ら
説
明
を

受
け
、
グ

ル
ー
プ
単

位
で
の
食

事
づ
く
り

に
と
り
か

か
り
ま
し

た
。
ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
つ
く
っ

た
蒸
し
鶏
と
お
い
し
く
炊
き
あ

が
っ
た
ご
は
ん
、
ア
マ
ゴ
の
塩
焼

き
な
ど
の
豪
華
メ
ニ
ュ
ー
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
夜
の
集
い
は
参
加
者
同
士
が
交

流
を
深
め
る
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。ラ
ン
タ
ン
の
明
か
り
の
も
と
、

自
己
紹
介
や
ゲ
ー
ム
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
午
後
は
渓
谷
散
策
と

川
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
渓
谷

を
歩
い
て
目
的
地
の
出
合
滑
に
着

い
た
子
ど
も
達
は
、
ス
イ
カ
割
り

を
楽
し
ん
だ
り
、
川
に
飛
び
込
ん

で
泳
い
だ
り
沢
す
べ
り
な
ど
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
釣
り
・
木
登
り
・

川
遊
び
に
分
か
れ
て
過
ご
し
ま
し

た
が
今
回
も
木
登
り
教
室
が
大
好

評
で
し
た
。
　

　
閉
講
式
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
認
定
証
が
授
与
さ

れ
、
２
日
間
の
日
程
を
終
了
し
ま

し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
青
年
会
議
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
滑
床
渓
谷
の
自
然
を

感
じ
な
が
ら
家
族
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

滑
床
ま
つ
り
２
０
０
９

森
の
国
で
夏
休
み
を
満
喫
！
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俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
一
年
　
七
月
投
句
分
）

優
　
秀

《
虹
の
森
公
園
》

山
百
合
の
向
き
さ
ま
ざ
ま
に
峠
道 
鬼
北
町

　
中
尾
　
　
正

佳
　
作

《
不
器
男
記
念
館
》

青
柿
や
不
器
男
生
家
の
風
清
し 

松

山

市
　
続
木
か
よ
子

御
仏
も
空
に
あ
り
た
る
薄
暑
か
な 

東

京

都
　
遠
藤
　
美
幸

雨
音
の
静
か
な
る
日
の
四
葩
か
な 

鬼

北

町
　
中
尾
　
　
正

《
虹
の
森
公
園
》

青
梅
を
憂
き
世
離
れ
て
採
る
二
人 

四
万
十
町
　
土
居
　
徳
一

夏
草
や
山や

ま
か
い峡
の
農
鎌
を
研
ぐ 

四
万
十
町
　
土
居
　
徳
一

風
鈴
の
音
色
に
し
ば
し
憩
ひ
け
り 

須

崎

市
　
西
村
　
美
亀

風
鈴
の
音
色
連
ら
ね
し
虹
の
森 

西

予

市
　
宇
都
宮
サ
ヨ

《
森
の
国
ホ
テ
ル
》

滑
床
の
瀬
音
華
や
ぎ
梅
雨
明
け
る 

大

阪

市
　
平
川
　
光
子

森
の
中
川
の
音
か
な
セ
ミ
の
声 

別

府

市
　
首
藤
　
好
子

森
の
夏
友
と
二
人
の
露
天
風
呂 

観
音
寺
市
　
新
田
タ
エ
子

濃
き
深
き
み
ど
り
の
谷
で
母
を
待
つ 

京

都

市
　
青
山
　
　
澪

　
葛
句
会
七
月
例
会
句
会
　
　
於
　
町
民
セ
ン
タ
ー

人
待
つ
と
な
き
緑
陰
の
椅
子
に
居
り 

伊
藤
　
富
子

老
ひ
て
な
ほ
明
る
き
彩
を
更
衣 

岡
本
　
京
子

梅
雨
晴
間
薬
師
堂
に
も
風
を
入
れ 

金
谷
　
重
子

暮
れ
初
む
る
峡
を
色
ど
る
合
歓
の
花 

金
谷
　
恵
子

一
燈
の
窓
打
ち
打
ち
つ
大
蛾
舞
へ
り 

金
谷
　
文
恵

夏
の
川
水
面
に
揺
れ
る
鯉
の
影 

木
下
三
千
恵

湧
き
出い
づ

る
里
の
名
水
青
田
か
な 

駒
山
　
忠
夫

花
合
歓
や
町
の
行
く
末
案
じ
け
り 

谷
　
き
よ
し

梅つ

雨ゆ

天ぞ
ら

を
見
上
げ
つ
今
日
の
鎌
を
研
ぐ 

名
本
　
琴
舟

萬
緑
を
溶
か
し
四
万
十
川
風
青
し 

布
　
　
久
光

塒ね
ぐ
らへ
と
鷺
鳴
き
渡
る
夏
の
月 

布
　
　
康
江

結
願
寺
樹
陰
に
憩
ふ
老
二
人 

ひ
の
た
い
ら

一
輪
の
擬
宝
珠
に
心
癒
や
さ
れ
て 

正
木
　
玲
子

何
は
と
も
あ
れ
早
稲
の
稲
も
出
揃
ひ
て 

森
田
　
す
み

　
吉
野
句
会
七
月
例
会
　
　 

　
於
　
吉
野
生
公
民
館

夕
月
に
は
ら
り
ほ
ろ
り
と
月
見
草 

赤
松
　
午
子

夏な
つ

行あ
ん

脚ぎ
ゃ

終お

ふ
雨
音
の
子
守
歌 

浅
野
　
雪
子

ほ
と
と
ぎ
す
瞑
め
つ
む

り
て
を
り
歯
の
治
療 

稲
谷
キ
ミ
子

宿
題
の
音
読
聞
こ
ゆ
軒の

き

簾
す
だ
れ 

上
田
み
ち
子

池
に
は
ら
り
と
泰
山
木
の
夏
落
葉 

岡
本
　
三
葉

竹
落
葉
白
州
次
郎
に
正
子
に
も 

菊
澤
　
大
和 

合
併
の
話
拗
れ
ぬ
稲
の
花 

竹
内
サ
ダ
子

―
講
座
「
戦
国
の
お
も
て
な
し
」
を
開
催
し
ま
し
た
―

　
７
月
12
日
、
今
年
度
第
１
回
の

松
野
の
歴
史
・
教
養
講
座
と
し

て
〝
中

ち
ゅ
う

世せ
い

の
食
材
選
び
と
調
理
方

法
を
探
る 

戦
国
の
お
も
て
な
し
〞

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
元
別

府
大
学
教
授
の
江え

後ご

迪み
ち

子こ

先
生

で
、「
中
世
の
食
に
つ
い
て
」
と

題
し
た
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
江
後
先
生
は
、
主
に
江
戸
時
代

の
食
文
化
を
ご
研
究
さ
れ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
戦
国

時
代
の
食
文
化
に
も
精
通
さ
れ
、

『
信の

ぶ

長な
が

の
お
も
て
な
し
』
と
い
う

本
も
執
筆
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
当

日
は
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
当
時

の
献
立
表
や
料
理
書
な
ど
を
も
と

に
、
例
え
ば
戦
国
時
代
に
は
現
代

の
よ
う
な
醤

し
ょ
う

油ゆ

が
な
か
っ
た
こ

と
、
か
ら
す
み
や
か
ま
ぼ
こ
と

い
っ
た
現
在
に
も
通
じ
る
料
理
が

す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
鯉こ

い

や
鶴つ

る

や
川
う
そ
ま
で
も
食
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
式し

き

三さ
ん

献こ
ん

と
い
う
儀
式

料
理
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
等
に

つ
い
て
興
味
深
い
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際

に
江
戸
時
代
の
料
理
を
復
元
し
た

ビ
デ
オ
も
上
映
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
今
回
の
講
座
を
も
と

に
各
種
の
学
習
会
や
体
験
会
を
開

催
し
、
土ど

器き

な
ど
の
道
具
を
含
め

た
河
後
森
城
の
戦
国
御ご

膳ぜ
ん

の
再
現

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
後
日
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
７
月
14
日
㈫
に
吉
野

駐
在
所
ふ
れ
あ
い
協
議

会
が
、
東
小
学
校
３
年

生
か
ら
６
年
生
の
作
っ

た
交
通
標
語
を
校
区

９
箇
所
に
設
置
し
ま
し

た
。

　
こ
の
日
は
、
吉
野
駐

在
所
の
藤
川
巡
査
部
長

や
赤
松
末
光
さ
ん
、
安

西
芳
雄
さ
ん
ら
が
公
民
館
前
を
は
じ
め
奥
野

川
、
谷
口
、
吉
野
町
、
西
な
ど
に
ド
ラ
イ
バ
ー

や
歩
行
者
の
目
に
止
ま
る
よ
う
標
語
板
を
た
て

ま
し
た
。
今
回
設
置
さ
れ
た
標
語
は
次
の
と
お

り
で
す
。

か
え
り
み
ち
　
横
断
歩
道
で
　
ま
た
あ
し
た

 

畠
山
　
結
衣

 

み
ん
な
の
目
　
き
ち
ん
と
見
て
れ
ば
　
事
故
な

く
す 

加
形
　
篤
史

 

ま
が
る
と
き
　
う
し
ろ
も
左
右
も
　
た
し
か
め

て 

藤
岡
　
朱
里

 

か
か
さ
ず
に
　
左
右
か
く
に
ん
は
い
わ
た
ろ
う

 

速
水
　
彩
華

赤
信
号
　
わ
た
る
な
青
ま
で
　
少
し
だ
け

 

速
水
穂
乃
香

 

手
を
あ
げ
て
　
自
分
も
安
心
　
運
転
手
さ
ん
も

安
心 

橋
本
　
愛
莉

止
ま
っ
て
る
　
車
の
か
げ
に
　
危
険
あ
り

 

曽
根
　
春
菜

目
と
耳
で
　
自
分
も
確
認
　
左
右
確
認

 

山
崎
　
沙
綾

渡
る
前
　
信
号
青
で
も
　
左
右
確
認

 

曽
我
　
将
平

東
小
学
校
区
に
交
通
標
語
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
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鬼
北
町
と
の
合
併
休
止
に
あ
た

り
、
大
変
ご
心
配
を
お
掛
け
し
て

お
り
ま
す
こ
と
、
心
か
ら
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
22
年
１
月
１
日
、
合
併
目

標
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
お
り

ま
し
た
が
、最
後
に
残
さ
れ
た「
人

権
業
務
の
取
り
扱
い
」に
つ
い
て
、

両
町
の
人
権
施
策
の
違
い
が
大
き

く
、
一
致
点
、
妥
協
点
が
見
出
せ

な
い
中
、
こ
れ
以
上
、
回
を
重
ね

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら

苦
渋
の
決
断
の
末
、
７
月
14
日
の

合
併
協
議
会
に
お
い
て
合
併
協
議

会
の
休
止
を
申
し
出
て
、
合
併
特

例
法
の
期
限
で
あ
る
「
平
成
22
年

３
月
31
日
ま
で
に
再
開
が
出
来
る

状
況
が
整
わ
な
い
場
合
は
廃
止
す

る
。」
と
い
う
但
し
書
き
を
付
し

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
重
要
な
人
権
業
務
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
先
送
り
に
さ
れ
た

結
果
、
最
後
ま
で
残
り
、
こ
の
よ

う
な
事
態
に
至
っ
た
こ
と
、
合
併

協
議
の
進
め
方
に
つ
い
て
も
反
省

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
松
野
町
と
鬼
北
町
と
の
人
権
施

策
に
は
、
大
き
な
路
線
の
違
い
が

あ
り
、
人
権
問
題
は
、
説
得
や
多

数
決
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
短
期
間
で
人
権
施
策

の
路
線
を
大
幅
に
変
え
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
合
併
特
例
法
の
期

限
内
で
の
合
併
は
、
日
程
上
、
極

め
て
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
就
任
以
来
、
公
約
、
所
信
の
と

お
り
に
、
住
民
投
票
で
鬼
北
町
を

選
ん
だ
民
意
は
尊
重
し
て
、
主
張

す
べ
き
は
主
張
し
、
守
る
べ
き
は

守
り
、
譲
る
べ
き
は
譲
り
、
町
内

を
ま
と
め
て
、
悔
い
な
く
安
心
の

も
て
る
合
併
を
目
指
し
、
誠
心
誠

意
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、合
併
協
議
と
並
行
し
て
、

町
内
の
懸
案
事
項
等
の
整
理
に
つ

い
て
も
、
合
併
の
支
障
と
な
ら
ぬ

よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
松

野
町
か
ら
申
し
込
み
、
編
入
合
併

と
い
う
手
法
の
中
で
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
、「
鬼
北
町
の
例
に
よ
る
。」

「
合
併
後
調
整
す
る
。」と
の
調
整
・

確
認
で
あ
り
、
人
権
業
務
に
つ
い

て
も
鬼
北
町
の
枠
組
み
に
入
り
、

同
和
行
政
終
結
の
施
策
に
準
ず
る

べ
き
で
あ
り
、
隣
保
館
は
特
別
対

策
の
な
ご
り
の
施
設
で
あ
る
の
で

廃
止
し
、
国
・
県
の
補
助
金
も
返

還
し
て
、
生
涯
学
習
施
設
と
す
る

こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
権
尊
重
は
、
す
べ
て
の
人
が

人
間
ら
し
く
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
で
あ
り
、
地

方
自
治
体
の
責
務
と
自
覚
し
て
、

施
策
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、単
な
る
事
務
事
業
で
は
な
く
、

重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
継
承
さ

れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　
同
和
問
題
に
つ
い
て
も
、
生
活

実
態
面
の
格
差
は
相
当
程
度
に
解

消
さ
れ
ま
し
た
が
、
未
だ
に
身
元

調
査
や
結
婚
差
別
、
就
職
差
別
な

ど
、
根
強
く
残
っ
て
い
る
差
別
意

識
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
人
権
と

い
う
観
点
か
ら
更
な
る
教
育
、
啓

発
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
鬼
北
町
は
、
平
成
８
年
の
同
和

行
政
終
結
以
降
、
同
和
問
題
は
な

い
、
心
理
的
差
別
は
な
い
と
い
う

独
自
の
考
え
方
で
捉
え
ら
れ
て
お

り
、
差
別
意
識
の
実
態
が
あ
っ
て

も
、「
個
人
的
な
問
題
、
人
の
内

心
の
問
題
と
し
て
、
行
政
は
介
入

す
べ
き
で
な
い
。」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
松
野
町
は
、
差
別
の
実
態
を
踏

ま
え
、
差
別
の
現
実
に
学
び
な
が

ら
、
行
政
の
責
務
と
し
て
県
下
19

市
町
が
足
並
み
を
揃
え
て
取
り
組

ん
で
い
る
中
で
、
唯
一
、
取
り
組

み
が
異
な
る
鬼
北
町
と
は
、
正
に

「
０
（
ゼ
ロ
）
と
１
０
０
」
ほ
ど

の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　
隣
保
館
に
つ
い
て
も
、
一
般
事

業
と
し
て
、
地
域
社
会
全
体
の
中

で
、
福
祉
の
向
上
や
、
人
権
啓
発
、

交
流
の
た
め
の
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
相
談

事
業
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
事
業

を
総
合
的
に
行
う
た
め
、
国
・
県

の
補
助
制
度
に
よ
り
町
が
設
置
・

運
営
し
て
い
る
公
の
施
設
で
す
。

県
内
に
は
42
館
あ
り
、
全
国
的
に

も
市
町
村
合
併
を
理
由
と
し
て
隣

保
館
が
廃
止
さ
れ
た
事
例
は
な
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
合
併
と
同
時
に
鬼
北
町
の
人
権

施
策
に
合
わ
す
た
め
の
町
内
の
意

識
統
一
に
は
時
間
が
必
要
で
あ

り
、
説
得
や
抑
え
込
み
で
解
決
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の

状
況
の
ま
ま
で
町
内
が
ま
と
ま
ら

ず
に
、
見
切
り
発
車
し
て
、
鬼
北

町
と
無
理
や
り
合
併
し
て
も
、
新

町
に
問
題
を
先
送
り
に
す
る
だ
け

で
あ
り
、
鬼
北
町
に
も
受
け
入
れ

て
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。

　
鬼
北
町
の
人
権
施
策
が
真
の
差

別
解
消
に
つ
な
が
る
の
か
、
今
の

国
、
県
の
施
策
方
針
に
基
づ
く
松

野
町
の
人
権
施
策
が
真
の
差
別
解

決
へ
つ
な
が
る
の
か
、
そ
の
議
論

を
し
な
い
ま
ま
で
は
、
両
町
が
望

む
円
満
な
合
併
は
困
難
で
す
。

　
こ
こ
で
今
一
度
、
人
権
施
策
、

同
和
問
題
に
つ
い
て
、
全
町
民
の

誰
も
が
同
じ
認
識
を
持
つ
こ
と

で
、
今
後
の
方
向
性
を
見
出
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
同
時
に
、
区
域
が
拡
大
す
る
時

こ
そ
足
元
を
固
め
、
議
会
、
町
民

が
一
つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
で
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
確
立
し
、

地
域
の
良
さ
や
存
在
感
の
あ
る
、

よ
り
良
い
合
併
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
住
民
説
明
会
で
は
、
皆
様
か
ら

の
厳
し
い
意
見
、
合
併
に
対
す
る
切

実
な
思
い
、
今
後
の
松
野
町
の
将

来
展
望
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
の
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
責
任
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、

今
回
の
意
見
等
を
集
約
し
な
が

ら
、
松
野
町
の
誤
り
な
い
進
路
に

向
か
い
取
り
組
む
決
意
で
す
。

　
そ
し
て
、
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
人
権
教
育
、
啓
発
の
あ
り

方
の
再
構
築
に
よ
り
、
オ
ー
プ
ン

な
話
し
合
い
の
で
き
る
環
境
づ
く

り
と
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
、

差
別
解
消
に
努
力
し
ま
す
。

　
信
頼
、
結
び
つ
き
、
愛
の
三
つ

を
基
本
と
し
、「
ま
ず
は
相
手
の

身
に
な
る
こ
と
」
か
ら
出
発
す
る

こ
と
で
、
合
併
問
題
、
人
権
問
題
、

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
も
展
望
が
開
け
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

　
人
情
細
や
か
な
郷
土
、
森
の
国

松
野
の
輝
け
る
未
来
づ
く
り
の
た

め
、
そ
し
て
、
区
域
が
広
が
っ
て

も
松
野
の
誇
り
、
愛
着
、
伝
統
、

文
化
を
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と

引
き
継
ぐ
た
め
に
、
職
員
一
丸
と

な
り
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
節
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

松
野
町
長
　
阪
本
　
壽
明
　

合
併
協
議
の
休
止
に
あ
た
り

住
民
説
明
会
に
て
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お
さ
か
な
館
だ
よ
り

第
一
〇
四
章　

ハ
ナ
ミ
ノ
カ
サ
ゴ

���

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
考
え
た
こ
と 

　
今
年
に
な
っ
て
世
界
的
に
流
行
し
て
い
る
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
報
道
も
一
時
期
に
比
べ
、

最
近
は
ず
い
ぶ
ん
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
日

本
国
内
に
感
染
者
が
出
た
当
初
は
毎
日
、
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
の
ト
ッ

プ
で
扱
わ
れ
、
日
本
中
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
過
敏
に
反
応
し

て
い
ま
し
た
。
感
染
者
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
似
て
病
原
性
は
低
い
こ
と
な
ど
、

正
確
な
情
報
が
分
か
り
始
め
て
徐
々
に
様
々
な
対
応
が
緩
め
ら
れ
て

き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者
に
対
し
て
強
烈
な

差
別
や
中
傷
が
日
本
国
内
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん

は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
た
と
え
ば
、
感
染
者
が
出
た
高
校
や
市
役

所
に
誤
解
に
も
と
づ
く
誹
謗
や
中
傷
が
殺
到
し
た
こ
と
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
心
な
い
書
き
込
み
。
感
染
し
た
生
徒
の
名
前
が
携
帯

サ
イ
ト
に
出
さ
れ
た
り
、
兄
弟
が
学
校
で
暴
言
を
浴
び
た
り
し
た
こ

と
。
感
染
者
の
出
た
高
校
の
職
員
が
高
校
ま
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

よ
う
と
し
た
際
に
乗
車
を
拒
否
さ
れ
た
り
、
感
染
し
て
い
な
い
生
徒

の
家
族
が
病
院
の
診
察
予
約
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
り
す
る
風
評
被

害
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
た
び
に
、

大
変
残
念
な
こ
と
だ
と
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
情
報
化
社
会

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
誤
っ
た
情
報
や
偏
見
が
蔓
延
す
る
ス
ピ
ー
ド
も

昔
に
比
べ
て
速
く
な
り
、
ま
た
、
大
勢
の
人
が
情
報
に
惑
わ
さ
れ
て

右
往
左
往
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
者
に
対
し
て
お
こ
っ
た
差
別

問
題
を
知
る
間
に
思
っ
た
こ
と
は
、
何
事
も
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
、
冷
静
に
判
断
す
る
力
を
も
つ
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
普

段
の
生
活
の
中
の
些
細
な
こ
と
の
積
み
重
ね
。
そ
れ
が
差
別
を
見
抜

き
、
差
別
に
負
け
な
い
、
差
別
に
立
ち
向
か
う
力
に
つ
な
が
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。松

野
中
学
校
　
人
権
・
同
和
教
育
主
任
　
土
居
　
優
子
　

人
権の広場
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夏
の
企
画
展
「
黒
潮
展
」
の

メ
イ
ン
水
槽
で
、
優
雅
に
泳
い

で
い
る
の
が
ハ
ナ
ミ
ノ
カ
サ
ゴ

で
す
。
派
手
な
色
彩
は
、
背
ビ

レ
と
胸
ビ
レ
に
あ
る
毒
の
棘
の

警
告
を
し
て
い
ま
す
。
独
特
の

風
貌
か
ら
、
ラ
イ
オ
ン
ヘ
ッ
ド

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　
毒
針
の
あ
る
背
ビ
レ
と
胸
ビ

レ
は
と
て
も
長
く
、
背
び
れ
を

立
て
て
泳
ぐ
と
、
の
ぼ
り
旗
が

ひ
ら
め
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
胸
ビ
レ
を
開
い
て
い
る

と
こ
ろ
を
上
か
ら
み
る
と
蝶
が
羽

を
広
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
似
た
仲
間
に
ミ
ノ
カ
サ
ゴ
と
い

う
魚
が
い
ま
す
が
、
名
は
ミ
ノ
カ

サ
ゴ
の
ほ
う
が
や
や
南
方
系
で
温

か
い
海
を
好
み
ま
す
。
両
者
を
見

分
け
る
に
は
、
尾
ビ
レ
に
斑
紋
が

あ
れ
ば
ハ
ナ
ミ
ノ
カ
サ
ゴ
、
な
け

れ
ば
ミ
ノ
カ
サ
ゴ
で
す
。
こ
の
ほ

か
、
ハ
ナ
ミ
ノ
カ
サ
ゴ
の
ほ
う
が

目
の
上
の
皮
弁
が
長
く
、
ア
ゴ
の

下
に
も
模
様
が
あ
っ
て
派
手
な
印

象
を
受
け
ま
す
。

第７回　えひめアビリンピック２００９

競 技 参 加 者 募 集
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　［
行
政
相
談
］

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

◆
と
　
き
　
９
月
10
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 
松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
婦
人
室

◆
内
　
容
　 
行
政
に
関
す
る
苦
情

や
要
望

◆
相
談
員
　 

有
馬
節
男
（
行
政
相

談
委
員
）

◆
相
談
料
　
無
料

◆
と
　
き
　
９
月
10
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
老
人
室

◆
内
　
容
　
心
配
ご
と
・
法
律
相
談

◆
相
談
員
　
民
生
児
童
委
員

◆
相
談
料
　
無
料

◆
と
　
き
　
９
月
10
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ
　 

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
老
人
室

◆
内
　
容
　 

人
権
問
題
な
ど
、
心

配
ご
と
全
般

◆
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

　［
心
配
ご
と
相
談
］

● 深刻化する多重債務問題
　消費者金融やクレジットを利用した結果、借金が膨ら
み、返済が困難な状態になることを多重債務といいます。
平成18年12月には新貸金業法が成立し、金利等の規制が
大幅に強化されました。しかし、多重債務者は依然とし
て多く、また、借金返済の督促や取り立てに追われるな
ど、日常生活にも影響が出る深刻な問題です。
● 多重債務に陥らないために
　☆ 高金利の借金はしない
　☆借金返済のための借金はしない
　☆安易に連帯保証人にならない
● 問題解決に向けて
　☆ 債務整理の方法など、法律の専門家（弁護士・司法

書士）の支援を得て解決策を検討していきましょう。
　☆ 借金問題は必ず解決できる方法があります。一人で
悩まず思い切って下記の相談窓口に相談しましょう。

【消費生活に関する相談窓口】
　松野町産業振興課消費者行政係　☎0895－42－1116
　愛媛県消費生活センター　　　　☎089－925－3700
　　　　　　　　　　　　　　　FAX089－946－5539
 e-mail: seikatu-center@pref.ehime.jp

　愛媛県では愛媛県弁護士会及び愛媛県司法書士会と共
同で無料相談会を開催します。
　借金を抱えてお悩みの方、借金問題は必ず解決できま
す。この機会に、ご相談ください。

（事前予約制）

開催日 会場 時間 予約先

９月10日㈭
南予地方局八幡浜庁舎

（八幡浜市北浜1－3－37） 10：00

～

16：00

南予地方局総務県民課

☎0895－22－5211（内208）

９月11日㈮
東予地方局今治庁舎

（今治市旭町1－4－9）
東予地方局総務県民課

☎0897－56－1300（内208）
９月14日㈪
９月15日㈫

愛媛県女性総合センター

（松山市山越町450番地）
愛媛県消費生活センター

☎089－926－2603

○対象者
　公務扶助料や遺族年金等を受けていた方が、平成17年４
月１日から平成21年３月31日の間に亡くなるなどし、平成
21年４月１日において公務扶助料や遺族年金等の受給権者
がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お一人が

対象となります。

１ ．平成21年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法
による弔慰金の受給権を取得した方

２．戦没者等の子

３．戦没者等の①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹

　 　戦没者等と生計関係を有していた方のうち平成21年４
月１日において婚姻していたとしても氏が変わっていな

い方、又は同日において遺族以外の方と養子縁組をして

いない方に限ります。

４ ．上記３以外の戦没者等の①父母　②孫　③祖父母　④兄
弟姉妹

　※ 　戦没者と生計関係を有していない方や戦没者等と生
計関係を有していたが、上記３に該当しない方。

５．上記１から４以外の戦没者等の三親等内の親族

　※ 　戦没者の死亡まで引き続く１年以上の生計関係を有
していた方に限ります。

支給内容　額面24万円、６年償還の記名国債
請求期間　平成21年４月１日から平成24年４月２日まで
　請求期間を過ぎると時効により権利が消滅し、特別弔慰

金を受けることができなくなりますので、請求漏れのない

よう十分ご注意ください。

請求窓口　　お住まいの市区町村の援護担当課です。
　 　詳しくは、松野町役場　町民課　総務福祉係までお問
い合わせください。☎42－1113（町民課直通）

第九回特別弔慰金が支給されます

　［
人
権
相
談
］

　平成20年12月、仕事と生活の調和
を図ることを目的として労働基準法

が改正されました。平成22年４月１
日の施行期日を控え、下記のとおり

説明会を開催します。時間外労働手

当の割増率変更等の対応が必要とな

る場合もあります。労使関係者のご

参加をお待ちしています。

　参加費無料。出席申込書は愛媛

労働局ホームページ（http://www.
e-roudou.go.jp/）から入手できます。
開催日の10日前までにFAX、郵送によ
りお申込みください。

日　時：平成21年９月11日㈮
　　　　午後２時～

場　所：南予文化会館（産業振興センター）

申込先：宇和島労働基準監督署

　☎0895－22－4655
　FAX0895－24－3389

（愛媛労働局労働基準部監督課）

  自衛隊では、次のとおり、平成21年度防衛大学校学生・防衛医科大学校学生を募集します。

募集項目 資　格  受付期間
試験期日

（第１次試験）

防衛大学校
学生

高卒（見込含）
18歳～20歳
までの方

９月７日
～10月２日

11月7日㈯８日㈰
大洲市役所 ･
愛媛大学他

防衛医科
大学校学生

    同　上
９月７日
～10月２日

10月31日㈯
11月1日㈰
松山大学

改正労働基準法説明会

自 衛 隊 学 生 募 集

【連絡先】
〒798－0034　
宇和島錦町10－１　
自衛隊宇和島地域事務所
☎23－5431
又は各市町募集事務窓口

一人で悩まず、まず相談！戦没者等のご遺族の皆様へ

「多重債務者無料相談会」のお知らせ
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保健福祉課からのお知らせ

　町では、県の視覚障害者等情報支援緊急基盤整備事業
により、次の機器を設置しました。
　どなたでもお気軽にご利用ください。

ご利用ください！

0570－064－5
コ

5
コ

6
ロ

0120－738－5
コ

5
コ

6
ロ

内閣府自殺予防対策ホームページ
http://www8.cao.go.jp/jisatsutaisaku/index.html

愛救１４７運動
～安心して救急医療を受診するために～

　近年、休日や夜間に救急病院に患者さんが集中し、
医師の負担が増えている他、安易な救急車の呼び出し
で出動回数が増加し、重症な患者さんの搬送に困る
ケースも増加しています。
　このままでは、住民の皆様に適切な医療を提供でき
なくなる恐れがあり、そうならないために『愛媛の救
急医療を守る147万人の県民運動（愛救147運動）』を
実施しています。
　これは医療機関や救急車の適切な利用を、皆さん一
人ひとりに心がけていただく取組みですので、ご協力
をお願いします。

普段からの３つの心がけ

①日頃から『かかりつけ医』を持ちましょう。
②健康診断や検診等により、病気の予防や早期発見に
努めましょう。
③家庭で薬を常備しましょう。

受診にあたっての３つの心がけ

①なるべく医療機関の通常の診療時間内に受診しま
しょう。

② 救 急 車 で
搬 送 さ れ て
も、軽症の場
合は、通常の
受付順となる
場合があるこ
とに留意しま
しょう。
③休日や夜間
で比較的症状
の軽い方は、
在宅当番医を
利用しましょう。

症状は軽いけれど、どうすれば・・・

　休日や夜間に、どの病院に行けばよいか分からない
場合には、えひめ救急医療ネット（インターネット）
を参考にされるか、宇和島地区広域事務組合消防本部
の音声案内サービス（☎23－0111）をご利用ください。
　お子さんの急な病気やけがの場合は、小児救急医療
電話相談（＃8000）をご利用ください。

こころの健康
相談統一ダイヤル

自殺予防
いのちの電話

周りの人の悩みに
気づき、耳を傾ける

家族や仲間の変化に敏感になりましょう。

じっくりと話を聞く場をもち、

相手の気持ちを尊重して共感しましょう。

早めに専門家に
相談するよう促す
心の病気の兆候があれば、本人に理解のある

家族、友人などキーパーソンと連携して、

専門家への相談につなげましょう。

温かく寄り添いながら、
じっくりと見守る

自然に応待するとともに、体や心の

健康状態について配慮し、優しく見守りましょう。

必要に応じて主治医に情報を提供しましょう。

平成21年度

TEL
【現在15道府県で実施中】北海道、岩手県、宮城県、茨城県、栃木県、福井県、山梨県、長野県、静岡県、
愛知県、京都府、和歌山県、徳島県、福岡県、沖縄県

●無料です。携帯電話、PHS、公衆電話からもかけられます。
AM８：００～翌AM８：００（２４時間）毎月10日

設置場所
　松野町保健センター
利用時間
　8：30～17：15（土日祝祭日を除く）

◎ ご利用の際は、保健センター内　保健福祉課へお申し
出ください。

脳卒中など特に症状の重い患者さん
●救命救急センター

入院や手術が必要な重症状の患者さん
●地域の中核病院が交代で担当

比較的症状の軽い患者さん
●休日夜間急患センター

●在宅当番医

脳卒中など特に症状の重い患者さん
●救命救急センター

入院や手術が必要な重症状の患者さん
●地域の中核病院が交代で担当

比較的症状の軽い患者さん
●休日夜間急患センター

●在宅当番医

愛媛県の救急医療体制

三次救急

二次救急

初期救急

症
状・緊
急
度

症状に応じた救急医療機関の役割分担

★音声・拡大読書機
「 よ む べ え 」

▲印刷された活字を音声で

読み上げ、画面で大きく表

示する、音声と拡大表示両

用の読書機です。

★ パソコン・点字プリンタ・
点字編集ソフト

▲パソコンで作成した文書

を点字編集ソフトで点訳す

ることにより、点字で印刷

することができます。
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９月９日 は  救 急 の 日
９月６日～12日は救急医療週間

「救える命」を救うために…
　呼吸が止まる、心臓が止まる。それは人間の生死にかかわる非常に危険な状態です。

　その場に居合わせた人ができるだけ早く119番に通報し、救急車が到着するまでの間、AEDや心肺蘇生などの応急
手当を行う。そして救急隊が引き継ぎ、救命処置を行いながら、医療機関に搬送する。この「救命の連鎖」を途切

れなく、できるだけ早く、つないでいくことが重要です。

救急車の適正利用を!!
　救急搬送の約40％は軽症患者です。救急車は、「いざ」と言う時に利用しましょう。緊急性がないのに救急車を利
用することは、一刻を争う救急患者の命が救えなくなる恐れがあります。救急車の台数は限られていますので、適

正な利用をお願いします。

普通救命講習会（ＡＥＤ講習を含みます）
　消防署では、誰でも気軽に参加できる講習会を毎月開催しています。
【日　時】　毎月第２日曜日　９：00～ 12：00（修了証の交付あり）
【場　所】　宇和島消防署
　鬼北消防署でも受講できます。日時等の希望については、お問い合わせください。

　（問い合わせ先　鬼北消防署　☎0895－45－2461　救急係まで）
虹の森公園まつので救急の日イベント開催
【日　時】　平成21年９月６日㈰　10：00～ 11：30
【場　所】　おさかな館前駐車場
【内　容】　消防車両・防災啓発パネル・AED展示、煙模擬体験（雨天中止）
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災害時のご飯の炊き方（例）
準備物
・ 強化ポリエチレン製のナイロン袋（スーパーにあるロール式のように、
カシャカシャ音のするもの）、輪ゴム
・お米と水
・ザル、鍋、コンロなど
・ダンボールや発砲スチロールの箱、タオル

水の割合
１） 洗ったお米１：水１（洗うことでお米が水を吸収するため、お米と

水は同量で可。柔らかめがいいなら水を少し増やす）
２） 無洗米　　0.8：水１（洗わずに使えるお米で、加える水の量を少し
多めに入れる）

作り方
① ② ③ ④ ⑤ ⑥

袋にお米と水
を、上記の割
合どおりに入
れる

袋を手でしぼ
り、浮いてこ
ないよう、中
の空気を抜く

袋を折り曲げ
て、輪ゴムで
封止めする

ザルに、③を
まとめて入れ
る

鍋にお湯を沸
かし、ザルご
と鍋の中に入
れて、約30分
加熱する

ダンボールや
箱 の 中 に 移
し、タオルを
かけてふたを
し、約10分蒸
らす
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投票日 ８月30日㈰　午前7：00～午後8：00

第45回衆議院議員総選挙
第21回最高裁判所裁判官国民審査

～この国の主役になろう。～　　　　

　８月30日㈰は、衆議院議員総選挙と最高裁判所裁判官国民審
査の投票日です
　総選挙は小選挙区と比例代表の２選挙、国民審査は信任投票
です。忘れずに投票しましょう。

○　投票の場所
　　８月18日の公示日以降、ご自宅に郵送（ハガキ）で届く、入場券に記載してあります。

○　投票日に用事のある方は期日前投票制度をご利用ください
　　投票日当日に仕事や冠婚葬祭、レジャーなどの予定がある方は、事前に期日前投票ができます。
　　　☆　投票の場所：松野町コミュニティセンター　１階選挙管理委員会事務所
　　　☆　投票の時間：午前８時30分から午後８時まで
　　　☆　投票の期間：衆議院議員総選挙　８月19日㈬から８月29日㈯まで
　　　　　　　　　　　裁判官国民審査　　８月23日㈰から８月29日㈯まで
　※ 　今回の場合は、衆議院選挙と裁判官国民審査では、
期日前投票の開始日が異なっておりますので、ご注意
ください。

○　不在者投票
　 　不在者投票施設（指定病院や指定老人ホームなど）に入
院・入所している方は、その施設で不在者投票ができます
ので、施設長に申し出てください。

○　その他
　 　身体障害者手帳や戦傷病者手帳、介護保険被保険者証
をお持ちで、一定の条件に該当する方は、郵便による投
票ができます。この制度は、あらかじめ手続きが必要です。
ご利用される方は、お早めに選挙管理委員会事務局まで
ご連絡ください。

○　問い合わせ先
　 　不明な点がありましたら、お気軽に松野町選挙管理委
員会までお問合せください。
　☎0895－42－1111
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町　の　人　口

◇世帯数 1,947世帯（－１世帯）
◇総人口 4,565人　（－２人）　

男2,165人　　女2,400人
（７月中の異動）

 出生    ２人 　死亡   　７人
 転入    18人 　転出   　15人
平成21年７月31日現在
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７
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☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

金
一
封
　
稲
田
　
正
弘
　
奥
野
川

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

行　事　予　定

８／30㈰　衆議院議員選挙投票日

９／６㈰　予土交流球技大会

〔8：30～／会場：スポーツ交流センター他〕

９／13㈰　中学校体育祭

９／15㈫　敬老式

〔9：30～／会場：コミュニティセンター〕

９／20㈰　西・東小学校運動会

９／27㈰　南小学校運動会

国民年金保険料の収納業務について民間委託を実施しています。
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福
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し
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す
。

　平成20年10月より、愛媛県内の国民年金保険料の未納となっている方に対する
「電話や文書による納付督励」や「戸別訪問による納付督励及び保険料の収納業務」
について、民間委託（市場化テスト）を実施しています。
　これは、「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」に基づき、社会
保険庁が行ってきた事業に民間事業者の参入機会を拡げ、民間事業者の創意工夫
やノウハウの活用により、低コストでより良いサービスの提供を目指す「市場化
テスト事業」として導入されたもので、社会保険庁（愛媛社会保険事務局）から
委託を受けた民間事業者が電話や文書、戸別訪問などで国民年金保険料の納付の
ご案内を行っております。

社会保険事務所 管轄区域 納付督励業務を行う民間事業者

宇和島社会保険事務所
☎0895－22－5344

宇和島市、八幡浜市、西予市、
伊方町、松野町、鬼北町、愛
南町

日立キャピタル債権回収㈱
☎022－211－7290

（仙台コールセンター発信専用番号）

※ 民間事業者に提供する個人情報は、納付督励を行う上で必要となる国民年金保
険料の未納者情報に限定しており、また取り扱いについても「個人情報の保護
に関する法律（平成15年法律第57条）」や本事業に係る委託契約等により、目
的外使用や閲覧、漏洩、複写等を禁じるなどの厳格な安全管理措置を講じてお
ります。
※ 民間事業者の電話による納付督励については、民間事業者が設置したコールセ
ンター（県外の拠点）から行います。なお平成21年７月から、一部自動音声に
よる国民年金保険料の納付案内を開始しております。
※ 民間事業者が戸別訪問をする際には、社会保険庁長官が発行した、顔写真入り
の「納付督励員証明書（身分証明書）」を提示します。

スローガン
　｢まあいいか｣
 その気持ちが　事故まねく　

秋の交通安全運動
期間　９月21日～９月30日

　高齢者の皆さん、

夜間は、「反射材」
を身につけましょ

う。

　また、自転車に乗るときは、「止
まる・見る」を習慣づけ、夜は
必ずライトを点灯しましょう。
　松野町は８月２日に交通死亡
事故ゼロ、16年を達成しました。
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健
や
か
な
成
長
を
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り
い
た
し
ま
す
。

国民年金コーナー

 

※掲載後、変更になる場合があります。

年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡
外　科　系 内　　　科　　　系

平成21年９月６日㈰ 宍戸脳神経クリニック
堀端町　☎（22）0597

松 浦 内 科 医 院
並　松　☎（23）1122

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

松 崎 ク リ ニ ッ ク
三間町　☎（58）4828

平成21年９月13日㈰ 上 田 外 科
広小路　☎（25）0100

山 本 内 科 医 院
本町追手　☎（22）5100

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

岩 村 外 科 胃 腸 科
吉田町　☎（52）3111

平成21年９月20日㈰ 市立宇和島病院　外科
御殿町　☎（25）1111

市立宇和島病院　内科
御殿町　☎（25）1111

市立宇和島病院　小児科
御殿町　☎（25）1111

市 立 吉 田 病 院
吉田町　☎（52）0611

平成21年９月21日㈷ 宇和島社会保険病院　外科
賀古町　☎（22）5616

宇和島社会保険病院　内科
賀古町　☎（22）5616

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

旭 川荘南愛媛病院
鬼北町　☎（45）1101

平成21年９月22日㈷ 林整形外科クリニック
新　町　☎（23）0007

楠 崎 内 科
本町追手　☎（24）2211

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

市 立 津 島 病 院
津島町　☎（32）2011

平成21年９月23日㈷ 善家外科脳神経外科
堀端町　☎（22）1484

田 中循環器科内科
堀端町　☎（22）0504

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

町 立 北 宇 和 病 院
鬼北町　☎（45）1221

平成21年９月27日㈰ 友 松 外 科・ 胃 腸 科
鶴島町　☎（22）0410

石 川循環器科内科
中沢町　☎（20）0320

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

鈴 木 外 科
吉田町　☎（52）0104

９月の休日当番医


